




































































Accounting Standards Board ; IASB、以下IASBという。）２）がその責任を担うこととなった
（IASB［2002a］, par. 1、参照）。
新しく組織されたIASBは、1975年１月に公表された『国際会計基準の序文（Preface to
Statements of International Accounting Standards）』を改訂し、それに取って代わる『IFRSsの序文
































































しくは持分の変動を示す表（持分変動表：a statemens showing either all changes in equity or





















































Statement of Basic Accounting Theory；ASOBAT)』で、会計を「情報の利用者が事情に精通して
判断や意思決定をすることが可能なように、経済的情報を識別し、測定し、伝達するプロセス



































































（APB Statement No. 4）『営利企業の財務諸表がもとづく基本概念および会計原則（Basic



























































４．「２つの利益観（Two views of Income）」と財務報告の概念フレームワーク
1973年に設立されたアメリカ財務会計基準審議会（FASB）は、設立後直ちに「概念フレーム
ワーク」設定のための活動を開始し、かねてTrueblood委員会において積み上げられてきた『財
務諸表の目的（Objectives of Financial Statements）』に関する論議の内容をさらに深化させ、まず
討議資料（Discussion Memorandum）『会計および報告のための概念フレームワーク 財務諸
表の目的に関するスタディ・グループ報告書の検討 （Conceptual Framework for Accounting
and Reporting : Consideration of the Study Group on Objectives of Financial Statements,）』（FASB
［1974］）を、ついで『営利企業の財務諸表の目的に関する中間報告（Tentative Conclusions on
Objectives of Financial Statements of Business Enterprises）』（FASB［1976a］）およびFASB討議資
料（FASB Discussion Memorandum）『財務会計および報告のための概念フレームワークに関する
論点の分析 財務諸表の構成諸要素とその測定 （An analysis of issue related to Conceptual





負債中心観（asset and liability view）、（2）収益・費用中心観（revenue and expense view）、および
（3）非連携観（nonarticulated view）である（FASB［1976c］, p. 35；津守［1997］、p. 49）。
そのうち、連携した財務諸表における２つの利益測定観を「資産・負債中心観（asset and lia-
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が国はそれとどう付き合うべきか 」、『JICPAジャーナル』Vol. 14、No. 8、 2002年8月号、
pp. 21-27。
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６）IASCFのその他の組織には、IASBのほか、国際財務報告解釈委員会（International Financial Reporting 




































































［1998］, pp. 78-79；企業財務制度研究会［2001］、p. 109、参照）。
22）しかしながら、最近IASBが業績報告書の議論の資料として出している例示には、財務業績表のボトム
ラインが「包括利益（Comprehennsive Income）」となっている。したがって、いまは議論の最中なので、
引き続きその議論の行方を注目してみる必要がある。
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